
関ケ原小学校 6年生児童約60名
が、政治の仕組みを学習するため
12月 5日議会定例会（初日）を傍
聴しました。

2〜3頁 ❖12月定例会
4〜8頁 ❖一般質問
8頁 ❖委員会報告
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条
例
関
係

☆
関
ケ
原
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

☆
関
ケ
原
町
常
勤
の
特
別
職
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例　
　

　

本
年
度
の
国
家
公
務
員
の
人

事
院
の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧

告
に
伴
い
、
常
勤
の
特
別
職
及

び
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支

給
割
合
の
引
き
上
げ
を
行
う
た

め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

☆
関
ケ
原
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

人
事
院
の
給
与
改
定
に
関
す

る
勧
告
に
準
じ
て
、
給
料
表
の

改
正
、
通
勤
手
当
の
引
き
上
げ
、

期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
、

管
理
職
特
別
勤
務
手
当
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

☆
関
ケ
原
町
の
単
純
な
労
務
に

雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種

類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

再
任
用
職
員
の
単
身
赴
任
手

当
の
追
加
を
す
る
も
の
で
す
。

☆
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

管
理
職
特
別
勤
務
手
当
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

☆
関
ケ
原
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

健
康
保
険
法
施
行
令
で
定
め

る
出
産
一
時
金
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
本
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

☆
関
ケ
原
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
等
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
配
置

基
準
等
を
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
制
定

す
る
も
の
で
す
。

☆
関
ケ
原
町
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　

第
3
次
地
方
分
権
一
括
法
の

施
行
に
伴
う
、
介
護
保
険
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
介
護
予
防
支

援
事
業
所
の
指
定
基
準
を
市
町

村
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

た
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

☆
関
ケ
原
町
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

来
年
度
開
設
す
る
放
課
後
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を
、
現
在

の
北
棟
の
管
理
部
門
で
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
管

理
部
門
を
許
可
病
床
で
あ
る
休

床
病
棟
に
移
動
す
る
こ
と
に
よ

り
、
許
可
病
床
数
を
削
減
す
る

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

☆
関
ケ
原
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に

よ
る
条
項
の
ず
れ
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。　報

告
・
承
認

☆
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
5
号
）
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

サ
ー
バ
ー
室
の
エ
ア
コ
ン
の

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
故
障
し
た

○平成２５年度一般会計と７つの特別会計の決算を認定
○平成２６年度一般会計補正予算１９，７９０万円を追加
○一般質問　３名の議員が町政を問う

　
平
成
26
年
第
5
回
定
例
会
は
、
12
月
5
日
か
ら
19
日
ま
で

の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び

7
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
認
定
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正

予
算
な
ど
の
重
要
案
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

••••••••••••••••••••••••••••••

12月5日〜19日
••••••••••••••••••••••••••••••

12月定例会
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た
め
の
緊
急
修
繕
料
20
万
円
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

に
つ
い
て
、
予
算
時
に
対
象
者

が
一
部
漏
れ
て
い
た
た
め
67
万

円
、
合
計
87
万
円
の
追
加
補
正

を
専
決
処
分
に
よ
り
定
め
た
こ

と
の
報
告
を
受
け
承
認
し
ま
し

た
。

☆
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
6
号
）
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
12
月

14
日
総
選
挙
の
経
費
6
4
9
万 

3
千
円
の
追
加
補
正
を
専
決
処

分
に
よ
り
定
め
た
こ
と
の
報
告

を
受
け
承
認
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

☆
平
成
26
年
度
関
ケ
原
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
各
科

目
全
般
を
通
し
て
今
年
度
の
人

事
異
動
に
よ
る
増
減
と
人
件
費

の
決
算
見
込
み
に
よ
り
7
9
0
万 

3
千
円
の
減
額
、
自
主
運
行
バ

ス
運
行
費
補
助
金
1
4
7
万
円
、

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

2
7
7
万
7
千
円
、
清
流
の
国

ぎ
ふ
観
光
回
廊
づ
く
り
推
進
事

業
4
4
4
万
円
、住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
1
0
0
万
円
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
事
業
2
7
0
万
円
、

起
業
支
援
補
助
金
1
5
0
万
円

な
ど
総
額
1
、2
4
2
万
7
千

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

☆
平
成
26
年
度
関
ケ
原
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　

平
成
25
年
度
の
国
庫
支
出
金

の
交
付
額
の
確
定
に
伴
う
返
還

金
1
、8
4
9
万
円
、
一
般
被

保
険
者
に
係
る
保
険
給
付
費
4
、

2
7
5
万
9
千
円
の
増
な
ど
総

額
6
、2
9
1
万
5
千
円
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

☆
平
成
26
年
度
関
ケ
原
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

　

保
険
給
付
費
な
ど
2
、0
0
1
万 

6
千
円
の
増
額
な
ど
総
額
2
、

0
3
5
万
円
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

☆
平
成
26
年
度
関
ケ
原
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）

　

人
件
費
の
決
算
見
込
み
な
ど

に
よ
る
も
の
で
、
2
2
2
万
2
千

円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

☆
平
成
26
年
度
関
ケ
原
町
今
須

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

処
理
場
維
持
管
理
費
1
6
1
万 

2
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

☆
平
成
26
年
度
関
ケ
原
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

　

人
件
費
の
決
算
見
込
み
に
よ

る
も
の
で
3
0
6
万
9
千
円
を

減
額
す
る
も
の
で
す
。

☆
平
成
26
年
度
関
ケ
原
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

　

人
件
費
の
決
算
見
込
み
に
よ

る
も
の
で
2
1
3
万
3
千
円
、

滅
菌
用
薬
品
費
1
1
6
万
1
千

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

☆
平
成
26
年
度
関
ケ
原
町
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

　

人
件
費
の
決
算
見
込
み
に
よ

る
も
の
で
3
0
0
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
45
億
円

　
　
(
前
年
比
3
、5
％
増
)

特
別
会
計
24
億
円

(
前
年
比
4
、7
％
増
)

　

9
月
定
例
会
に
お
い
て
継
続

審
査
と
し
て
決
算
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
一
般

会
計
と
7
つ
の
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
各
決
算
審
査
特
別
委

員
会
に
お
い
て
審
査
の
結
果
、

認
定
し
て
差
し
支
え
な
い
と
の

報
告
が
議
会
に
提
出
さ
れ
12
月

定
例
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

平成25年度一般会計・特別会計決算の概要
　 区 　 　 　 分 　 収入済額 支出済額 差　引　額
　 一 般 会 計 　 4５億8,119万2千円 ４４億８,８０４万３千円 1億9,314万9千円

特別会計 

 後期高齢者医療 １億４１７万０千円 1億６９万1千円 34７万9千円
 国民健康保険 １１億２,４８７万０千円 １０億７６４万３千円 1億1,７22万７千円
 介護保険 ６億７,５０２万８千円 ６億７,１８３万６千円 319万2千円
 介護サービス事業 １億９,８１０万８千円 １億２,５６３万２千円 ７,24７万６千円
 玉農業集落排水事業 １,６９４万２千円 １,６４２万５千円 ５1万７千円
 今須農業集落排水事業 ４,２１６万１千円 ４,１９９万７千円 1６万4千円
 公共下水道事業 ４億７７２万０千円 ４億４１９万４千円 3５2万６千円
　 合 計 　 ２５億６,８９９万９千円 ２３億６,８４１万８千円 2億５8万1千円

歳
出
総
額
68
億
円

平
成
25
年
度 

一
般
会
計
・
特
別
会
計

決
算
認
定
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3 名の議員が町政について質問しました

小谷　清美　議員

関
ケ
原
病
院
の
経
営

改
善
に
つ
い
て

質問1
問
　

　

関
ケ
原
病
院
の
平
成
25
年
度

決
算
に
お
い
て
、
病
院
全
体
の

総
医
業
収
益
は
20
億
1
、4
4
0 

万
円
で
、
医
業
利
益
は
2
億
4
、

5
4
3
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。

　

病
院
経
営
に
お
い
て
、
外
来

部
門
で
採
算
を
と
る
に
は
困
難

で
、
入
院
部
門
で
利
益
を
出
す

こ
と
が
重
要
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
関
ケ
原
病
院
の
課
題
は
入

院
部
門
の
利
益
が
赤
字
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
城
西
大
学
経
営

学
部
教
授
の
伊
関
先
生
の
講
演

の
資
料
に
よ
る
と
、
関
ケ
原
病

院
は
ぎ
り
ぎ
り
の
経
営
状
態
で

あ
り
病
院
経
営
の
負
け
組
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
多

額
の
利
益
を
上
げ
る
こ
と
は
大

変
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

国
の
進
め
る
医
療
介
護
の
機
能

再
編
に
対
応
し
て
病
院
の
方
向

性
を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
。

増
加
す
る
高
齢
者
に
対
し
て
、

外
来
機
能
を
維
持
し
つ
つ
入

院
・
療
養
を
支
え
る
病
院
と
し

て
の
存
続
を
目
指
す
べ
き
と
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

高
齢
化
す
る
中
で
、
生
活
習
慣

病
の
患
者
が
増
大
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
生
活
習
慣
の
指
導

も
含
め
た
総
合
診
療
医
の
養
成

も
必
要
と
な
る
と
同
教
授
は
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
の

点
を
伺
う
。

①
不
採
算
部
門
で
あ
る
歯
科
･

介
護
･
脳
神
経
外
科
・
皮
膚

科
な
ど
早
急
に
診
察
を
や
め

る
よ
う
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

②
患
者
の
問
診
を
充
分
に
せ
ず

に
、
他
院
へ
回
す
こ
と
を
耳

に
す
る
が
、
患
者
と
の
信
頼

性
を
得
る
意
味
で
も
総
合
診

療
医
の
育
成
は
必
要
で
は
な

い
か
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

③
北
病
棟
3
階
に
、
児
童
の
放

課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
予
定
と
聞
く
が
、
耐
震

上
問
題
が
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
る
が
、
1
階
及
び
2
階
の

各
診
療
科
に
つ
い
て
も
耐
震

補
強
し
な
く
て
も
大
丈
夫
な

の
か
伺
う
。　

答
【
町
長
】

①
病
院
の
経
営
状
況
が
厳
し
い

状
況
で
あ
る
こ
と
は
認
識
を

し
て
い
る
。
皮
膚
科
、
耳
鼻

咽
喉
科
、
眼
科
は
町
内
に
不

足
し
て
い
る
診
療
科
と
し
て

継
続
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

歯
科
に
つ
い
て
は
、今
後
、

病
棟
で
の
歯
科
業
務
、
在
宅

で
の
口
腔
ケ
ア
が
求
め
ら

れ
、
病
院
歯
科
の
必
要
性
は

高
い
と
聞
い
て
い
る
。
当
面

は
継
続
し
な
が
ら
改
善
の
効

果
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

　

介
護
療
養
型
医
療
施
設
は

医
療
依
存
度
の
高
い
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
る
。

　
　

す
ぐ
に
不
採
算
部
門
を
切

り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
経

営
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
に

お
い
て
問
診
の
必
要
性
は
高

い
。中
小
病
院
の
医
師
に
は
、

総
合
診
療
医
に
近
い
判
断
が

求
め
ら
れ
、
中
堅
の
総
合
診

療
医
の
育
成
は
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
て
い
る
。

③
北
病
棟
3
階
に
つ
い
て
、
今

回
の
福
祉
事
業
と
し
て
の
利

用
は
大
規
模
な
耐
震
化
工
事

は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、

病
院
施
設
と
し
て
継
続
し
て

利
用
す
る
に
は
、
耐
震
化
工

事
が
必
要
と
診
断
さ
れ
て
い

る
。
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再
質
問

①
入
院
患
者
の
た
め
の
歯
科

は
、
病
院
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
個

人
歯
科
医
院
の
輪
番
で
お
願

い
で
き
な
い
も
の
な
の
か
伺

う
。

　
　

眼
科
や
小
児
科
に
お
い
て

も
、
関
ケ
原
病
院
に
関
係
の

あ
っ
た
先
生
方
で
週
1
日
の

診
察
に
き
て
い
た
だ
け
な
い

の
か
伺
う
。

②
関
ケ
原
病
院
に
と
っ
て
一
番

心
配
な
の
は
、
現
金
預
金
が

少
な
い
こ
と
で
あ
り
、
数
年

で
急
激
に
現
金
預
金
が
減
っ

て
き
て
い
る
。
外
来
患
者
、

入
院
患
者
の
減
少
が
大
き
な

要
因
と
思
う
が
、
病
床
利
用

率
は
確
実
に
減
少
し
続
け
て

い
る
。
こ
の
原
因
は
ど
こ
に

あ
る
か
把
握
し
て
い
る
か
伺

う
。

③
平
均
在
院
日
数
に
つ
い
て
、

仮
に
在
院
日
数
を
2
〜
3
日

延
ば
す
と
収
益
に
ど
ん
な
差

が
出
て
く
る
の
か
、
病
床
利

用
率
を
上
げ
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
の
か
伺
う
。　
　
　

　
　
　

答
【
町
長
】

①
検
討
の
価
値
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　

歯
科
に
つ
い
て
は
、
診
療

を
続
け
る
中
で
、
た
ち
ま
ち

廃
止
す
る
の
で
は
な
し
に
、

ど
う
い
っ
た
改
革
が
大
胆
に

で
き
る
か
検
討
中
の
た
め
猶

予
を
い
た
だ
き
た
い
。眼
科
、

耳
鼻
科
等
の
診
察
に
つ
い
て

も
、
大
学
病
院
か
ら
の
派
遣

医
師
に
よ
る
診
察
を
行
っ
て

お
り
、
基
本
的
に
は
診
療
体

系
は
余
り
変
わ
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

②
現
金
が
な
く
、
今
非
常
に
苦

し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ

と
は
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り

で
あ
る
。
病
床
利
用
率
を
上

げ
る
こ
と
が
直
結
的
な
解
決

策
に
な
る
と
思
う
が
、
大
垣

市
民
病
院
等
の
後
方
支
援
病

院
と
し
て
入
院
患
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
病
床
利
用
の

形
の
効
果
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

答
【
参
事
兼
病
院
事
務
局
長
】

③
20
日
を
超
え
る
と
低
い
入
院

単
価
に
な
る
の
で
病
院
経
営

の
一
つ
の
手
法
と
し
て
、
入

院
単
価
の
高
い
10
対
1
の
看

護
基
準
で
平
均
在
院
日
数
20

日
を
ク
リ
ア
出
来
る
形
で
回

し
て
い
き
た
い
。療
養
病
棟
、

障
害
者
病
棟
に
お
い
て
看
護

職
員
不
足
の
た
め
、
病
床
稼

働
率
を
上
げ
る
こ
と
は
大
変

難
し
い
と
考
え
る
。

再
々
質
問

　

ド
ク
タ
ー
の
患
者
へ
の
説
明

不
足
、
ま
た
、
病
院
の
信
頼
関

係
を
さ
ら
に
上
げ
る
意
味
で
総

合
内
科
医
の
よ
う
に
基
本
的
な

こ
と
は
あ
る
程
度
診
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
不
採
算
の
診

療
科
を
外
す
よ
う
な
思
い
切
っ

た
手
を
打
つ
な
ど
今
後
の
関
ケ

原
病
院
の
方
向
性
を
き
ち
っ
と

示
し
て
い
か
な
い
と
町
そ
の
も

の
が
崩
壊
し
そ
う
で
非
常
に
心

配
で
あ
る
が
町
長
の
意
見
を
伺

う
。

答
【
町
長
】

　

た
と
え
専
門
外
で
あ
っ
て
も

ド
ク
タ
ー
は
基
礎
の
段
階
で
は

一
応
全
部
の
勉
強
は
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
範

囲
で
で
き
る
限
り
の
説
明
が
で

き
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

が
爆
発
的
に
増
え
る
の
が

2
0
2
5
年
で
、
超
高
齢
者
は

医
療
が
必
要
な
度
合
い
が
高
く
、

今
医
療
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ

と
で
地
域
住
民
の
方
の
医
療
に

対
す
る
安
心
感
が
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
も
問
題
の
ひ
と
つ
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
中
で
、

い
か
に
経
営
を
維
持
し
安
定
さ

せ
る
か
が
今
の
最
大
の
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
町
財
政

的
に
も
起
債
の
償
還
等
膨
ら
み

非
常
に
厳
し
く
、
財
政
的
余
裕

は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
病
院
の
減
価
償
却

費
の
範
囲
内
で
の
赤
字
で
済
む

よ
う
な
対
策
を
と
れ
な
い
か
努

力
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

川瀨　方彦　議員

再
生
を
目
指
す
関
ケ

原
病
院
に
つ
い
て

質問1
問
　

①
初
め
て
病
院
経
営
改
善
に
向

け
て
の
委
員
会
が
設
立
さ
れ

た
が
、
正
式
な
発
表
は
さ
れ

た
の
か
。
同
時
に
、
当
委
員

会
の
設
立
目
的
を
伺
う
。

②
病
院
経
営
が
改
善
す
る
ま
で

ど
の
程
度
正
規
の
委
員
会
と

し
て
こ
の
委
員
会
が
活
動
す

る
の
か
。
そ
の
上
で
、
活
動

を
開
始
し
て
か
ら
の
委
員
会

で
の
決
定
事
項
は
ど
の
程
度

経
営
に
生
か
さ
れ
る
の
か
伺

う
。

③
こ
の
委
員
会
報
告
は
町
民
に

公
開
さ
れ
る
の
か
伺
う
。
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答
【
町
長
】

①
関
ケ
原
町
の
地
域
医
療
を
考

え
る
委
員
会
設
置
要
綱
を
定

め
て
実
施
す
る
町
長
の
諮
問

機
関
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

病
院
の
事
業
の
経
営
改
善
、

医
師
の
招
へ
い
及
び
関
ケ
原

町
の
医
療
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
今
後
の
地
域
医
療
の
方

向
性
を
立
案
し
提
言
を
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

②
提
言
書
の
報
告
ま
で
と
し
て

い
る
が
、
内
容
等
に
よ
り
必

要
に
応
じ
任
期
を
延
長
で
き

る
も
の
と
し
て
い
る
。
提
言

を
も
と
に
病
院
経
営
の
健
全

化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

③
提
言
書
は
議
会
に
報
告
を

し
、
町
民
に
も
公
開
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

①
今
回
の
地
域
医
療
を
考
え
る

会
が
病
院
経
営
改
善
委
員
会

と
い
う
名
称
と
理
解
し
て
よ

い
の
か
。

②
提
言
書
を
提
出
し
た
こ
と
で

本
会
が
終
了
し
て
は
意
味
も

な
い
が
、
す
べ
て
実
行
す
る

こ
と
が
病
院
経
営
改
善
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
、
運
営
を

行
う
上
で
、
重
要
な
ポ
ス
ト

は
事
務
局
長
と
考
え
る
。
今

年
度
末
で
事
務
局
長
が
定
年

を
迎
え
る
が
、
病
院
改
革
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
理
解
し
得
る
べ

き
人
材
を
要
す
る
が
、
来
年

度
の
事
務
局
長
の
ポ
ス
ト
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

③
リ
ハ
ビ
リ
等
の
職
員
を
10
人

程
度
本
採
用
の
予
定
と
聞
い

て
い
る
が
、
年
間
の
人
件
費

は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答
【
町
長
】

①
名
称
は
と
も
か
く
、
目
的
は

同
じ
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

②
提
言
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
要
綱
の
中
に

つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
事
務
局
長
の
後
任
人
事

に
つ
い
て
は
ま
だ
考
え
て
い

な
い
が
、
今
の
事
務
局
長
に

何
ら
か
の
形
で
今
後
の
運
営

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

③
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
等
発
達
外
来
等
で

の
指
導
に
つ
い
て
は
需
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
波
及
効

果
も
期
待
を
し
て
い
る
。

答
【
病
院
事
務
局
長
】

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の

充
実
を
図
る
こ
と
で
7
〜
8
名

の
増
員
を
し
た
い
と
い
う
の
が

病
院
の
考
え
方
で
、
入
院
か
ら

在
宅
へ
戻
っ
て
い
た
だ
く
専
用

の
病
室
を
つ
く
り
、
併
せ
て
小

児
の
発
達
外
来
の
子
供
さ
ん
た

ち
に
対
す
る
提
供
も
行
い
た
い
。

不
採
算
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
。

　

年
間
人
件
費
は
、
今
雇
っ
て

い
る
職
員
の
人
件
費
ベ
ー
ス
で
、

年
間
ひ
と
り
4
0
0
万
円
前
後

で
計
算
を
し
て
い
る
。

田中　由紀子　議員

空
き
家
対
策
に
つ
い

て
　

質問1
問
　

①
空
き
家
に
つ
い
て
、
全
国
的

に
も
空
き
家
対
策
条
例
を
つ

く
る
自
治
体
が
増
え
、
先
の

国
会
で
空
き
家
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
成

立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

関
ケ
原
町
の
空
き
家
の
件

数
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
放
置
状
態
の
空
き
家

は
あ
る
の
か
、
崩
壊
の
お
そ

れ
の
あ
る
空
き
家
は
あ
る
の

か
、
放
置
さ
れ
た
空
き
家
に

つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。
老
朽
化
し
た
空
き
家
に

つ
い
て
、
解
体
、
撤
去
費
用

を
助
成
す
る
こ
と
も
対
策
の

ひ
と
つ
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

②
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て
、

町
は
空
き
地
･
空
き
家
情
報

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

て
い
る
が
、
問
い
合
わ
せ
や

交
渉
が
成
立
し
た
事
例
は
あ

る
の
か
伺
う
。

③
空
き
家
は
資
源
と
考
え
、
人

口
対
策
や
地
域
活
性
化
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
積
極

的
な
施
策
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
伺
う
。

答
【
町
長
】

①
空
き
家
の
現
状
把
握
に
つ
い

て
空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
も

の
2
件
、
自
治
会
長
か
ら
の

通
報
に
よ
る
も
の
2
件
、
崩

壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
1

件
あ
る
と
把
握
し
て
い
る

が
、
正
確
な
実
態
把
握
は
し

て
い
な
い
。
放
置
さ
れ
た
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
納
税
義

務
者
に
危
険
建
物
と
し
て
通

知
し
て
い
る
。
解
体
・
撤
去

の
助
成
に
つ
い
て
、
現
在
の

と
こ
ろ
は
計
画
は
し
て
い
な
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い
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
数
件
あ
る

が
、
町
は
紹
介
を
す
る
の
み

で
、
個
人
的
な
交
渉
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

③
空
き
家
情
報
の
積
極
的
収
集

と
提
供
を
図
り
、
降
雪
時
の

排
雪
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
跡
地

の
公
的
ス
ペ
ー
ス
化
、
公
的

施
設
、
移
住
施
設
等
、
地
域

の
活
性
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
に
活
用
で
き
る
よ
う

検
討
を
し
て
い
く
。

再
質
問

　

自
治
会
が
自
主
的
に
空
き
家

を
利
用
し
て
移
住
者
を
呼
び
込

ん
だ
場
合
、
支
援
金
ま
た
は
、

支
援
策
を
と
る
こ
と
も
一
つ
の

方
法
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

答
【
町
長
】

　

受
け
入
れ
体
制
側
の
助
成
に

つ
い
て
の
情
報
は
な
い
が
、
関

ケ
原
の
状
況
の
中
で
地
元
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い

と
考
え
て
い
る
。

再
々
質
問

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
写
真
、

場
所
等
載
せ
て
い
た
だ
き
た
い

が
い
か
が
か
。

答
【
町
長
】

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
写
真
等

の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
登
録
さ

れ
る
方
の
確
認
を
と
っ
た
上
で

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

要
綱
上
は
し
て
い
る
。

　

今
後
、
斡
旋
す
る
た
め
に
は

写
真
等
の
掲
載
も
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
方
向
で
い
け
れ

ば
い
い
と
考
え
る
。

旧
北
小
学
校
跡
地
利

用
は
住
民
参
加
で

質問2
問
　

　

ヤ
ギ
事
業
が
中
止
さ
れ
、
跡

地
利
用
に
つ
い
て
、
町
民
が

自
由
に
集
え
る
場
と
観
光
の

拠
点
と
し
て
の
利
用
が
考
え

ら
れ
る
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
【
町
長
】

　

旧
北
小
学
校
を
活
用
し
た

観
光
事
業
の「
笹
尾
山
交
流
館
」

は
多
く
の
観
光
客
に
認
知
さ
れ

交
流
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
地
域
全
体
の

観
光
推
進
体
制
へ
の
移
行
へ
前

向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

再
質
問

　

店
、
イ
ベ
ン
ト
、
予
算
等
今

後
は
交
流
館
を
ど
う
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
「
駅
前
交
流
館
」
と
の
関
係
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
の
関
係

を
ど
う
す
る
の
か
伺
う
。

答
【
町
長
】

　

来
年
度
か
ら
単
独
事
業
と
な

り
、
規
模
は
小
さ
く
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
る
。
駅
前
交

流
館
と
も
に
笹
尾
山
の
イ
ベ
ン

ト
事
業
と
連
動
す
る
形
の
中
で

機
能
さ
せ
た
い
。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
施
設
整
備
の
面

に
つ
い
て
素
案
が
出
た
段
階
で

あ
り
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

旧
北
小
を
拠
点
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
も
検
討
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
。

再
々
質
問

　

旧
北
小
に
つ
い
て
、
や
る
気

の
あ
る
方
を
募
集
し
、
議
論
を

し
、
活
動
を
広
げ
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
周
知
を
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
町
の
支
援
を
お
願

い
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
【
町
長
】

　

旧
北
小
を
使
っ
た
活
動
を
周

知
す
る
た
め
の
チ
ラ
シ
程
度
で

あ
れ
ば
協
力
で
き
る
部
分
は
あ

る
と
考
え
る
。

北
保
育
園
休
園
に
伴
い
、

保
育
園
の
駐
車
場
確
保

と
一
時
保
育
の
実
施
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
つ
い
て

質問3
問
　

ア
、
北
保
育
園
休
園
に
伴
い
、

西
･
東
保
育
園
に
入
園
と
な

る
。
西
保
育
園
の
駐
車
場
は

狭
く
、
東
保
育
園
は
駐
車
場

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
が
、

手
当
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
伺

う
。

イ
、
保
育
園
に
入
園
し
て
い
な

い
乳
幼
児
で
、
保
護
者
の
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
乳
幼
児

を
対
象
に
、
一
時
保
育
事
業

が
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
当
町
も

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
伺

う
。

ウ
、
来
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
で
保
育
園

が
運
営
さ
れ
る
が
、保
育
料
、

保
育
時
間
等
々
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
と
な
ら
な
い
か
伺
う
。

答
【
町
長
】

ア
、
ほ
と
ん
ど
の
園
児
は
西
保

育
園
へ
移
ら
れ
る
予
定
で
あ

り
、
東
保
育
園
へ
の
駐
車
場

の
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
西
保
育
園
に
つ
い
て
、

普
段
の
送
迎
時
間
が
ま
ち
ま
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ち
な
の
で
現
在
の
駐
車
場
で

も
対
応
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。行
事
が
あ
る
場
合
に
は
、

病
院
や
中
学
校
の
駐
車
場
を

お
借
り
す
る
こ
と
で
対
応
し

た
い
。
状
況
に
よ
り
西
保
育

園
周
辺
の
空
き
地
等
を
駐
車

場
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

イ
、
近
隣
市
町
村
の
公
立
保
育

園
で
は
、
養
老
、
垂
井
、
安

八
の
3
町
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
利
用
で
き
る
条

件
、
利
用
料
金
、
時
間
帯
等

確
認
し
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。
人
員
確
保
等
の
問
題
も

あ
り
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

ウ
、
就
労
時
間
等
に
よ
り
保
育

標
準
時
間
が
11
時
間
、
保
育

時
間
が
8
時
間
と
な
り
保
育

時
間
に
つ
い
て
の
サ
ー
ビ
ス

が
向
上
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
保
育
料
の
水
準
を
基

本
と
し
つ
つ
、
保
育
時
間
の

延
長
に
伴
う
経
費
等
の
増
加

を
見
込
み
な
が
ら
検
討
を

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

イ
、
北
保
育
園
の
休
園
で
人
員

確
保
が
で
き
る
の
で
は
な
い

の
か
伺
う
。

答
【
住
民
課
長
】

イ
．
保
育
所
等
に
お
い
て
利
用

の
園
児
数
が
定
員
に
満
た
な

い
場
合
に
は
、
一
時
保
育
が

で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
保

育
士
に
つ
い
て
は
、
育
児
休

業
中
の
保
育
士
や
臨
時
保
育

士
の
退
職
等
が
あ
り
、
1
月

以
降
の
入
園
児
の
状
況
を
み

な
が
ら
余
裕
が
あ
れ
ば
実
施

の
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

議
会
運
営
委
員
会

 

11
月
25
日

　

12
月
議
会
定
例
会
の
会
期
日

程
を
決
定
し
、
総
務
課
長
よ
り

提
出
議
案
等
の
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
他
と
し
て
、
3
月
議
会
定

例
会
の
開
催
予
定
日
を
決
定
し

た
。

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

「手話言語法」制定を求める意見書
　手話とは、日本語を音声ではなく､ 手や指、体などの動きや顔の表情で伝える、独自の語彙や文法体
系を持つ言語である。聞こえる人たちの音声言語と同様、情報獲得とコミュニケーションの重要な手段
であり大切に守られてきた。一方、ろう学校では､ 手話を使うことが制限されてきた長い歴史がある。
　世界に目を向けると、平成18年に国際連合総会で採択された「障害者の権利に関する条約」においては、
「手話は言語」であることが明記され、またフィンランドの憲法をはじめ、憲法や法律において手話を
言語である旨を規定している例が見られるところである。我が国においては、平成23年に改正された障
害者基本法第 3 条において、「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のた
めの手段についての選択の機会が確保される」と定められている。また、同法第22条では、国・地方公
共団体に対して、情報の利用におけるバリアフリー化等を義務付けている。
　これらの理念や制度が、実際の生活に生かされるようにするため、手話が音声言語と対等な言語であ
ることを広く国民に理解され、聞こえない子供が手話を身に付け、手話で学べ、自由に手話が使え、さ
らには、手話を言語として普及、研究することのできる環境の整備に向け、個別法の整備を行い、具体
的な施策を全国で展開していくことが必要である。

　よって、国におかれては、「手話言語法」を制定されるよう強く求め、地方自治法第99条の規定により
意見書を提出する。

　　　平成26年12月25日 岐阜県不破郡関ケ原町議会　　
　　　衆 議 院 議 長 様
　　　参 議 院 議 長 様
　　　内閣総理大臣様
　　　文部科学大臣様
　　　厚生労働大臣様

あなたも議会を
　傍聴してみませんか。
3月定例会初日は

3月10日（火）
開催の予定です。
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